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福島第一原子力発電所事故炉の廃止に向けて、炉内溶融物である燃料デブリ等の元素組成の遠

隔その場分析を実現するため、耐放射線性光ファイバを活用したレーザー誘起ブレークダウン発

光分光法（LIBS）を開発している。ウラン含有模擬デブリや水没試料の分析、高放射線環境での

分光試験を実施し、適用の可能性を評価した。 

 

福島第一原子力発電

所の廃炉においては、事

故炉内からの溶融燃料

デブリ等を取り出すと

いう世界的に類例のない

作業を安全かつ円滑に実

行することが求められており、汚染物や燃料デブリの分別、

事前サーベランスが重要な課題となっている。しかし、高

放射線場という極めて過酷な環境で、対象物を直接かつ簡

便に分析する手法は確立されていない。JAEA/CLADS では、

光をプローブとして光で分析する遠隔分析法として LIBS

に着目し、レーザー光の遠隔搬送に耐放射線性光ファイバ

を使用したファイバ LIBS 法を提案して（Fig.1）その特性

を取得した。水没ウラン含有模擬デブリ試料の半定量分析

性や耐放射線特性を評価している。一例とし

て Fig.2 に高放射線場で取得したスペクトル

を示す。主要なスペクトルが取得できること

が確認できる。廃炉現場では、より長距離計

測が求められることも考えられることから、

プローブ先端にマイクロチップレーザーを活用する手法も導入し（Fig.3）、10kGy/h の高放射線環

境で使用できることも確認した。本方法では、ファイバを介することなくレーザー光を直接利用

できるためその有用性が高く、過酷環境下での遠隔その場分析法として期待できる。 
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Fig.2 Spectrum under Strong Radiation 

Fig.3 Basic concept of Microchip laser remote LIBS 

Fig.1 Schematics of Fiber LIBS system and its application for In-situ analysis 
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